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【手続補正書】
【提出日】平成30年9月21日(2018.9.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　口蹄疫ウイルス（ＦＭＤＶ）抗原またはＦＭＤＶ抗原を発現する組換えウイルスベクタ
ーを含む組成物またはワクチン。
【請求項２】
　ＦＭＤＶ抗原がＦＭＤＶ　ＶＬＰを形成する、請求項１に記載の組成物またはワクチン
。
【請求項３】
　ＦＭＤＶ抗原が昆虫細胞においてバキュロウイルスベクターによって発現される、請求
項１または２に記載の組成物またはワクチン。
【請求項４】
　ウイルスベクターがアデノウイルスである、請求項１に記載の組成物またはワクチン。
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【請求項５】
　ＦＭＤＶ抗原が野生型Ｐ１ポリペプチドである、請求項１から４のいずれか１項に記載
の組成物またはワクチン。
【請求項６】
　ＦＭＤＶ抗原が修飾Ｐ１ポリペプチドである、請求項１から５のいずれか１項に記載の
組成物またはワクチン。
【請求項７】
　ＦＭＤＶ抗原が、配列番号１、２、４、５、６、８、１０、１２、１３または１６に記
載の配列を有するポリペプチドを含む、請求項１から６のいずれか１項に記載の組成物ま
たはワクチン。
【請求項８】
　ＦＭＤＶ抗原が、配列番号３、７、９、１１、１４、１５、１７または２０に記載の配
列を有するポリヌクレオチドによってコードされている、請求項１から７のいずれか１項
に記載の組成物またはワクチン。
【請求項９】
　ＦＭＤＶ抗原が、ＶＬＰの熱および酸安定性の増強を提供する天然に存在しないジスル
フィド架橋を形成する、請求項１から８のいずれか１項に記載の組成物またはワクチン。
【請求項１０】
　修飾Ｐ１ポリペプチドが、配列番号２、４、６、８、１０または１６のアミノ酸１７９
に対応する位置にシステイン置換を含む、請求項１または４に記載の組成物またはワクチ
ン。
【請求項１１】
　薬学的または獣医学的に許容される担体、賦形剤、アジュバントまたはビヒクルをさら
に含む、請求項１から１０のいずれか１項に記載の組成物またはワクチン。
【請求項１２】
　配列番号１、２、４、５、６、８、１０、１２、１３または１６に記載の配列を有する
ＦＭＤＶ抗原をコードするポリヌクレオチドを含むプラスミド。
【請求項１３】
　ポリヌクレオチドが配列番号３、７、９、１１、１４、１５、１７または２０に記載の
配列を有する、請求項１２に記載のプラスミド。
【請求項１４】
　ポリヌクレオチドがプロモーターに作動可能に連結されている、請求項１２または１３
に記載のプラスミド。
【請求項１５】
　ＦＭＤＶ　ＶＬＰを発現する安定に形質転換された昆虫細胞。
【請求項１６】
　１つまたは複数のＦＭＤＶ抗原をコードし、発現する１つまたは複数の異種性ポリヌク
レオチドを含む組換えウイルスベクター。
【請求項１７】
　アデノウイルスである、請求項１６に記載の組換えウイルスベクター。
【請求項１８】
　ＦＭＤＶ抗原が、配列番号１、２、４、５、６、８、１０、１２、１３または１６に記
載の配列を有するポリペプチドを含む、請求項１６または１７に記載の組換えウイルスベ
クター。
【請求項１９】
　ＦＭＤＶ抗原が、配列番号３、７、９、１１、１４、１５、１７または２０に記載の配
列を有するポリヌクレオチドによってコードされている、請求項１６から１８のいずれか
１項に記載の組換えウイルスベクター。
【請求項２０】
　昆虫細胞において発現された実質的に精製されたＦＭＤＶ　ＶＬＰであって、配列番号
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１、２、４、５、６、８、１０、１２、１３または１６に記載の配列を有するポリペプチ
ドを含むＦＭＤＶ　ＶＬＰ。
【請求項２１】
　ポリペプチドが、配列番号２、４、６、８、１０または１６のアミノ酸１７９に対応す
る位置にシステイン置換を含む修飾ＦＭＤＶ　Ｐ１である、請求項２０に記載のＦＭＤＶ
　ＶＬＰ。
【請求項２２】
　請求項１から１１のいずれか１項に記載の組成物、または請求項１６から１９のいずれ
か１項に記載のウイルスベクター、または請求項２０から２１のいずれか１項に記載のＦ
ＭＤＶ　ＶＬＰの少なくとも１回の投与を含む、ＦＭＤＶ感染に感受性である非ヒト動物
にワクチン接種するまたは非ヒト動物においてＦＭＤＶに対する免疫応答を誘発する方法
。
【請求項２３】
　初回－追加免疫投与レジメンを含む、請求項２２に記載の方法。
【請求項２４】
　初回－追加免疫レジメンが、ＦＭＤＶから非ヒト動物を防御するためおよび／または感
染非ヒト動物において疾患進行を予防するために、請求項１に記載の組成物の初回投与、
およびＦＭＤＶ抗原をｉｎ　ｖｉｖｏで発現するためのポリヌクレオチドを含む組換えウ
イルスベクターを含む組成物の追加免疫投与を含む、請求項２３に記載の方法。
【請求項２５】
　初回－追加免疫レジメンが、ＦＭＤＶから非ヒト動物を防御するためおよび／または感
染非ヒト動物において疾患進行を予防するために、ＦＭＤＶ抗原をｉｎ　ｖｉｖｏで発現
するためのポリヌクレオチドを含む組換えウイルスベクターを含む組成物の初回投与、お
よび請求項１に記載の組成物の追加免疫投与を含む、請求項２３に記載の方法。
【請求項２６】
　同じまたは異なるＦＭＤＶ組成物またはワクチンの１回または複数回の投与を含む、請
求項２２に記載の方法。
【請求項２７】
　ＦＭＤＶ組成物またはワクチンが、ｉｎ　ｖｉｔｒｏで発現されたＦＭＤＶ　ＶＬＰお
よびｉｎ　ｖｉｖｏでＦＭＤＶ抗原を発現するウイルスベクターを含む、請求項２６に記
載の方法。
【請求項２８】
　母体由来抗体陽性（ＭＤＡ陽性）非ヒト動物をＦＭＤＶ感染に対して防御する、請求項
２２から２７のいずれか１項に記載の方法。
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